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　住吉第一地区　　子育てサロン（0～1歳半）

　核家族の多いこの地域で、若いお母さんがほっ
とできる場所、同年代の子どもを持つ親の友だち
作りの場として平成 15 年に民生委員で立ち上げ
たサロンも 10 年が経過し、ここ井田の地に根付
いたようです。毎回40～50組ほどの参加があり、
大変嬉しく思います。サロンに来る親子も広範囲
になり、高津区の明津や子母口に住んでいる親子
の参加もあります。毎回参加者の半数近くは新し
い親子で、生後 2～ 3か月で初参加という方が多
いようです。参加する親子も時代とともに少しず
つ変化しているように感じますが、子どもの健や
かな成長を願う親心は今も昔も同じ。地域ぐるみ
で子育てを応援していきます。

＜住吉第一地区民生委員児童委員協議会
会長 千代田 英夫＞

　手探りで始めた「子育てサロン」ですが、
今では毎回 50 組前後の参加があり、借用し
ている会場も手狭な感じがあります。地域で
子育てしている親が、正しい知識をもって、
安心して、楽しく生活できるよう、応援して
いきたいと思います。今後も関係機関のみな
さまのお力添えをいただきながら、親同士が
交流を深めていけるように会場を整備して、
親子の参加をお待ちしています。

　東横線元住吉駅の西側、ブレーメン通り商店街を抜けた静かな住宅地の中、井田神社境内に子
育てサロンはあります。私たちのサロンは住吉第一地区民生委員児童委員協議会の委員全員が主
体となり、地域にある公立・民営保育園、区保健福祉センターの保健師・医師など多くの方々の
協力を得て、運営しています。
　平成 15年１月から 0歳～ 1歳半の親子と妊婦を対象に毎月第４火曜、年間 10回（8月・12
月はお休み）の開催を続け、平成 25年１月で 10年、100 回の記念日を迎えました。

応援します！ 笑顔で過ごす 楽しい出会い

↑歯科衛生士による歯みがき指導を実施しています。 ↑消防署の協力による救急救命講習も
実施しています。

←５周年を記念して、親子遊びや手作
りおもちゃの紹介、育児情報を掲載
した冊子「おやこであそぼ！」を作
成しました。その後、毎年内容を更
新して発行を続けています
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＜新日本学園＞
　中原区子育てサロン 10 周年おめでとうございま
す。核家族化が進む中、子育てに不安を持たれたお
母さんたちに、地域交流の場があることはとても心
強いことであると思います。益々のご発展をお祈り
申し上げます。

＜らいらっく保育園＞
　当園は平成 23年 4月に定員 100人の保育園とし
て開園しました。平成24年度より子育てサロンに保
育士 2名が参加させていただきます。地域の皆さま
に愛される保育園として、子育て支援も応援します。

＜地域子育て支援センター虹・にじ＞
　初めて子育てをするお母さんたちの出会いの第一歩は
近隣の子育てサロンでしょうか。子育ての仲間がいる安
心感は、大きな力になります。子どもの気持ちに寄り添
いながら、自然に楽しく子育てをして欲しいものです。

＜井田保育園＞
　子育てサロンに参加する中で、保護者の方々の育児に
対する悩みや思いをたくさん聞かせていただき、保護者
側としてアドバイスさせていただきました。子育てはマ
ニュアル化できるものではなく、お子さんの成長発達に
合わせた育児が大切です。日々のお子さんの成長を見守
りながら楽しく子育てしていきましょう。

手づくり絵本でお話を楽しみます。

音楽にのって、親子で体を動かします。

運営
スタッ

フ
の声

　住吉第一民協
での子育てサロン

を開始して、早や
10年経ちました。

若いお母様たちに
は好評で、毎回

たくさんの参加が
あり、スタッフ一

同は喜ばしい限り
です。これからも、

楽しんでいただきた
いと思います。

（西出 康子）

　昨今は少子化が進み、母親達は離れた地域の中で孤立して子育てする状況にあります。子育て中の母親にとって、自由な時間が持てず、少しの時間でよいから、一緒に子育てする仲間と接する機会が持てたらという思いがありました。これからも充実した子育てサロンの発展を目指していきたいと思っております。（帆刈 正之）
　今までにたくさんの親子が子育てサロンに参加してくれました。育児と家事に追われるママたちにちょっと一息。お母さんの交流の場、情報交換の場としてこれからもどうぞ！子育ては大切な人育て、いつの時代も元気なママの笑顔が見られるよう応援したいです。（富岡 富美江）

　幼子に愛情たっ
ぷり注ぎ、子育て

に頑張っ

ておられるお母様
を頼もしく思いなが

らお迎え

し、終了後には再
会を楽しみにお見

送りしてい

ます。親子ともども
の現在そして将来

にわたる

親交の場作りとし
てもお気軽にご活

用くださ

い。お待ちしていま
す。（土田 義紘）


